
事業の計画内容

達成目標・期待される効果
本事業の成果としては、①保育現場が求めるリーダー的な保育者像及びその資質・能力が明らかとなり、②そのリーダー像及び資質・能力をルーブリックにお
いて明示的に捉え、③保育学部のカリキュラムにその内容を取り入れてリーダー型総合能力入試の受験者など、保育現場のリーダーを目指す学生のためのカリ
キュラムを構築し、④保育の質の向上に不可欠な保育者の質の向上に寄与するとともに、⑤本学保育学部に新たな特色を加え、より魅力的で受験生に選ばれる
保育学部を創造する、以上5点が考えられる。

事業の概要
本事業は、保育・幼児教育の質の向上に資するリーダー的な保育者を本学保育学部にて養成するため、保育現場における具体的なリーダー像及びリーダーに求
められる資質・能力を抽出し、学部の教育課程に反映させることを目的とする。学生と教員の協働のもと、保育現場に対する調査を行い、保育現場が求める
リーダー像と資質・能力を明らかにする。そして、その成果を保育学部のカリキュラムに反映させるための指標づくり、カリキュラム検討を学生、教員、保育
現場関係者の保育者養成に関係するステークホルダーの協働のもと進め、従来のカリキュラムに加えてリーダー育成にも資する教育課程を作成する。

とこは未来教育推進助成事業実施申請書 別添１保育現場でリーダー的役割を担う保育者育成に向けた事業
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